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l はじめに

グレアム .グリーン (GrahamGreene,1904-91)は､20世紀を代表する英国カトリック作家の一人

であり､我が国でも映画 ｢第三の男｣の原作者として知られている｡第二次大戦後の1948年に分割競

治されたウィーンを舞台にしたこの作品は､オーソン･ウェルズ主演で､1949年にイギリスで映画化

されている｡1950年以降､この映画をきっかけに日本でも.原作者グリーン-の関心が俄かに高まっ

か ナれども､キリス ト教を文化の基礎としないことから､カトリック作家グリーン作品への関心は､そ

れほど長く続かなかったようである｡しかしながら､政治的混乱の続く世界各地を訪ねて､現代世界

における罪と救いの問題を追求したグリーン作品には今もなお学ぶべき課題が多く残されているので

はないだろうか｡

ところで､16世紀にヨーロyパ大陸を沸かせた宗教改革の波は､英国にも及び､およそ900年間カト

リック教の強い影響下にあった英国におけるキリス ト教は､ヘンリー8世 (HenryⅧ,149ト1547在

位1509147)の時代に､ローマ ･カトリックから離れて英国国教会を設立させたOさらに､17世紀の

ピューリタン革命により､ビュ-リタニズムの影響が広く及ぶこととなる｡19世紀にはいると､カト

リック教会寄りのオノクスフォード運動 (TheOxfordMovement)をきっかけに､文人のあいだで､

英国独自のカトリック文芸復興へと発展している｡このように､カトリシズムとピューリタニズムな

ど､宗教的見解の揺れ動き続けた英国において､プロテスタント的伝統の時代に生まれ育ち､英国カ

トリック文芸復興の系譜に属する作家のひとりとして､グリーンは ｢秘跡｣の教養をどのように捉え

て表現してきたのであろうかO本稿では､姦淫の罪を犯 した入寮を主人公に据えたグリーンの r情事

の終わりj(TJLeElldo/theAHazT.1951)を用いて､英国におけるカトリックの歴史､グリーンのカ

トリックへの改宗､グ])-ンの人生とカトリック､グリーンの秘跡斬､秘跡による愛のヴィジョンに

着EIL､罪と救いの問題がどのように描かれているのかという点について検討してゆく｡

2 英国のカ トリックの歴史

英国国教会を国教とする英国において､カトリック作家であるということは何を意味するのだろう

か｡まず,その恵味について概観しておきたい｡16世紀初頭から17世紀前半にかけてヨ-ロソバのキ

リス ト教世界に起きた宗教的 政治的変革の波は､ ドイツの宗教改革者マルテイン･ルター (Martin
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Lu也er.1483-1546)のローマ カトリック教会批判をきっかけに生じている｡英国ではチューター朝

匡王へン1)-8世のもと､ローマ教会から離脱する形で英国国教会が成立する｡英国における宗教改

革の動国となったのは､信仰上からの問題からではなく､主に世俗的､政治的問題からである｡ヘン

リー8世自身の牡婚間是亘､修道院からの財産没収､周辺諸国､特にスペインやフランスなどカトリノ

ク国家に対する英国の脅威感といった地政学的な問題がその背景となっている｡英国国教会設立以

降､カトリック教徒は､｢国教忌避者｣(リキュザントRecusants)として社会の権力構造の周縁に位

置づけられることになるO宗教改革による教会権力から王権への世俗的権力への推移は､その後の英

国における政治,経済面だけでなく､社会､文化面にも多大な影響を及ぼすことになる｡宗教面では､

約900年間はカトリノク､300年間はプロテスタント､100年間は不可知論といった具合に揺れ動き.政

治面では､ルターのローマ カトリック教会批判を起点とした西洋近代市民社会形成の倫理の基盤と

なるカルバン派の普及によって､1640年から1660年にわたるピューリタン革命へと結実する｡

やがて､19世紀前半､プロテスタンティズムを教義の中心に据えた英国国教会の西洋近代の人間中

心主義-の批判から､ジョン 二ュ-マン UohnNewman,1801-1891)など精神的指導者が生まれる｡

もともとニューマンは､英国国数会の聖戦者であったが､カトリックに改宗し､信仰復興と教会改革

運動であるオックスフォー ド連動の指導的役割を果たしている｡オックスフォ-ド連動は,世俗的政

府の教会内部への介入によって､人間中心主我の立場が強化されたことへの異議申し立てという性格

をもつ.このi堅動の進展と共に､英国国教会は､カ トリックに近い教会観をもち秘跡を重視する ｢高

教会派｣(HlghChurch)､聖職者や秘跡より福音を重視する ｢低教会派｣(LowChurch)､さらにその

中間派 ｢広敷会派｣(BroadChurch)へと分裂の様相を見せてゆく｡その中でも､カトリック教会の

使徒継承に基づく教会であることや､カトリック教会の秘跡を重視する ｢高教会派｣から､対抗文化

としての英国のカトリック文芸復興が展開することになる｡

文化面では､19世紀の帝国主義による大英帝国の黄金時代に輩延したヴィクトリア時代の精神的空

洞を背景に､知敢人たちのあいだで ｢神の似姿｣としての豊的存在としての人間観を満たす数兼への

欲求が高まっていた｡長さにわたってカトリックを信仰してきた英国において､I:'ユ-リタニズムを

教燕の基盤としたため､神の恩観のしるLとしてカトリック教会で重視されてきた秘跡の有効性が否

定されたOそのため､原罪を犯した罪人としての人間には､督行による救いへの希望はないという悲

観的人間観や世界観の変更が余儀なくされた｡秘跡についてのカトリックとプロテスタントとの違い

は､人間理性に対する認織といった点にあり､プロテスタントにおける人間観においては,信仰によっ

てのみ神の菅みを受けることができるQそのため,たとえばプロテスタント文学者ミル トン (Jolm

Mllton.1608-1674)の文学では､人生に対して悲観的で､人間性に対 して厳しいものが見られる｡そ

れに対 して,グリ-ンのようなカトリック文学における人間牧は楽枚的で､厳 しい現実を措きながら

も時にはユーモ7に満ち､あらゆる側面を包み込むような人間性への幅広い関心が窺える｡厳格な

どュ-リタ二ズムにおいては､おそらく断罪されるしかない姦通の罪を犯 したセアラ マイルズ
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(SarahMlles)を女主人公に据えたグリーンの関心は､カトリックという宗教的寛容の中で､良心か

ら生じた浄化への願望から,罪に打ち勝とうとする意志をもつ主人公への共感にあったのではないか

と思われる｡

3 カ トリックへの改宗

子どもの頃の読書体験から､グリ-ンはすでに人間性や世界観についての､おぼろげではあるが､或

る信念をもつようになった｡1969年に出版された rエッセイ全集｣(rCoILectedEssaysJ,1969)に収め

られた ｢失われた幼年時代｣(ThelostChlldhood',1947)から窺えるのは.幼児期から神的原理の存在

に心惹かれる心性をグリーンはもっていたということであるO人間は罪に傾き易く､無知と倣慢さか

ら神に背いて悪を犯してしまうものの､最後には神の勝利に終わるという､神の摂理に対する強い関

心であるo

GoodnesshasonlyoncefoundaperfectlnCarnat10nlnhumanbodyandneverwillagain,butevil

canalwaysfindahomethereHumannaturelSnotblackandwhitebutandgrey thesense

ofdoomthatliesOverSuccess- thefeelingthatthependulumlSabouttoswing Perfect

evllwalkingtheworldwhereperfectgoodcanneverwalkagaln,andonlythependulum

ensuresthatafteralllntheend｣ustlCelSdone ('ThelostChlldhood'1718)

グリーンが幼児期に確信 した人間臥 すなわち人間性は生まれつき､白ではなく悪に染まった灰色

であり､人間と神との関係は断絶しているという原罪的人間観と､人間の悪と挫折という試練を経て

神の配剤により､啓が勝利するという､罪と救いについての考え方が､現実に合致するかどうかを確

かめるかのように､グリーンは､26才の頃､詩人ロチェスターの生涯と悔俊を巡る伝記的文学作品を

書いている｡この本は,おそらく,風紀薫乱の答を恐れてハイネマン社が出版を拒否したため､それ

からおよそ40年後の1974年に出版という形で世に出ているorロチェスター卿の猿l(LordRochesterk

Monkey.1974)は､当時の偽善的な道徳に反抗し､放薮の限りを尽 くした詩人でもあるロチェスタ-

卿 (2ndEarlofJohnWllmotRochester.1647-80)の､堕落から悔俊までの心の葛藤が描かれた作品で

ある｡作品の冒頭においてロチェスターは､もしも神が意志において限りなく普ならば､なぜ戦争や

貧困などの悪を作り出すことができたのか､という普遍的な問いを投げかけているo

SupremefirstCauSeSlyouwhenceallthingsnow.

WhoselnflnlteneSSdoeseachlittlefill.

You.whodecreeeachseemlngChancebelow.

(Sogreatlnpower)wereyouasgoodlnW上ll.
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Howcouldyoueverhaveproduc'dsuchIll?

Hadyoureternalmュndbeenbenttogood.

CouldhumanhapplneSShaveprovldsolame?

Raplne,revenge,lnJuStlCe.thirstOfblood

GrelfangulSh.horror,want,despalrandshame,

Hadneverfoundabeingnoraname (LordRochester'sMollkey.204)

もし神が存在するとしても､神が人間を死ぬべきものと定められているのなら､人生最期のときま

で快楽の日々を生きようとロチェスターは決心する｡しかし放蕩のためロチェスターは､健康を害し､

死期を目前にして､いかに人間の存在は塵にも等 しく人生は惨いものであるか､また､神はいかに広

大無辺であるかとの驚嘆の念に打たれるOそのため､ロチェスターは､永遠で深遠な存在である神が､

人間の善行や悪行ゆえに報いたり､罰したりする存在という考えは低俗であると考えるようになる｡逆

説的ではあるが､人間の善悪の判断を超えた広大血辺な神という考えがロチェスターの心を平安にす

る｡

helookedonltaSaVastPowerthatwroughteverythlngbythenecessltyOfItsnatureand

thoughtthatGodhadnoneofthoseaffectlOnSOfloveorhatred.whichbreedperturbationlnuS.

andbyconsequencehecouldnotsee仏at仇erewastobeeltherrewardorpunlShmentHe

仇oughtourconceptlOnSOfGodweresolow.thatwehadbetternotthlnkmucl10fh上m.andto

loveGodseemedtohim apresumptuousthlngandtheheatoffanclfulmen (Lord

Rochesterゝ Mo71key.210)

神-の懐疑と反抗から罪を犯 し続けたロチェスターだったが､突然予期せぬ平和な感情がロチェス

ターを樫い尽 くす｡神の恩寵は､ロチェスター最期のときに訪れたのだった｡｢神が盗人のようにそっ

と現われた｣(ltWasthesuddensecretappearanceofathlef)(LordRochesterもMoTlkey,213)と､グ

リーンは表現 している｡また､その瞬間についてグリーンは､｢彼の母の礼拝堂牧師がイザヤ告の第53

章を読んでいる時に起きた｣( hlSmOther■schaplalnOfthe丘fty-thirdchapteroHsalah)(Lord

RochesterkMonkey.213)と､記しているOグリーンはロチェスターが､神の方に向き直ったとき､神

の恩寵が介入した瞬間に注目するOロチェスターの場合のように,人間の悪への挑戦と挫折を通して

神の摂理が働き､絶望が救いへと生まれ変わるようすは聖番にも見られるo

HewasdespISedandrejected
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byothers,

amanofsufEerlngandacqualnted

wlthinfLrmlty,

Buthewaswoundedforour

transgress10nS,

crushedforout.lnlqultleS,

UponhimWasthepumshmentthat

ZuldbyhisbruisesWearehealed (エsalah,532-5)

合理的に物事を考える現代人にあって､聖番や昏物の神と現実とを一致させて考えることは難しい｡

とくに､ヴィクトリア時代の教育を受けバブリノク スクールの校長であった父親のもとで子ども時

代を過こし､オックスフォード大学ベイリオル ･カレッジで知的教育を受けたグリーンにとって､神

の存在を信 じることは尚更不可能に近いものと感じられたことだろうQそれにも関わらず､無神論者

の立場に近いグリーンが､のちに妻となるヴィヴィアン･デイレルニブラウニング (VIVlenDayrell-

Brownlng1905-2003)への変をきっかけとしてカ トリック-改宗したのは興味探い事実である.グ

リーンがカトリックに改宗 したのは､カトリノク教徒であるヴィヴィアンが､グリーンの求婚を承諾

する際の条件として､グリーンに入信することを求めたからである｡ある霧の深い午後4時ごろ､あ

まり出来のよくない聖像が一杯置かれてある聖堂の中でグリーンは､洗礼を済ませた｡グリーンは洗

礼名に､イタリアの哲学者､神学者､ ドミニコ会士である聖人の トマス ･アクイナス(Jhomas

AqulnaS1225頃-74)ではなく､キリストの傷に触れてみるまで復活を信じなかった疑い深い ｢聖 トマ

ス｣(StThomas)にちなんで洗礼名を受けた｡洗礼式を済ませて帰宅するとき､見慣れている風景が､

まるで別世界のもののように目に映ったことをグリーンは告白している.

TheCathedralwasadarkplacefullofinferiorStatues1wasbaptlSedonefoggyafternoon

aboutfouro'clock BeforethatIhadmadeageneralconfesslOntOanotherprleStltWasllkea

llfephotographedasltCametOmュnd.wlthoutanyorder.fullofgaps,glVmgatbestageneral

lmpreSSIOnIcouldnpthelpfeelingallthewaytothenewspaperoffice.pastthePostOf丘ce,the

MoroccanCafe.theanclentWhore.thatIhadgotsomewherenewbywayofmemoriesIhadnlt

knownIpossessedIhadtakenupthethreadoflifefromveryfarbackfromasfarbackas

lnnOCenCe JourneyWltlwutMaz'S.110)
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洗礼に先立ちカ トリック教会に受け入れられるためには､聖職者から公教要理などの訓育

(hstruct10n)を受けなければならない｡グリーンはノノティンガムで､｢ずんぐりした陰気な｣ トロ

ロ-プ神父から訓育を受けている｡この神父は元俳優という経歴の持ち主で､ある内心の衝迫に駆ら

れ司祭になった｡ トロロープは､極めて禁欲的な生活をしていたのだが､犠牲がまだ足りないと感じ､

高位の敬を捨て､貧民の致清と伝道を目的とする救世会 (theRedemptortst)の修道会に入る計画を立

てていた｡やがて､この神父は､グリーンが入信してから数年のうちに癌で亡くなっている｡はじめ

のうちは義務として会っていたのだが､グリーンは､次第に神父のことを好きになり､神父の仕事の

都合で訓育が取り止めになったときには落胆するほどであった｡ トロロープ神父との出会いによって､

1971年に出版された自伝的回想録 rある種の人生](ASoyEo/Llfe.1971)のなかでグリーンは､トロ

ロ-プ神父から､｢私はひとつの説明のできない善からの挑穀に直面 していた｣(Iwasfaclngthe

challengeofaJILneXpllCableg00dness)(ASortofLzfe,163)と昏いている｡幼い頃の読替体験や､ロ

チェスター卿の伝記を番いたことから､神の摂理に対する関心を深めていたグリ-ンは､愛や薯良さ

に背を押されるようにしてカトリック信徒の-人となり､真剣に神を求め､信仰のために死ぬ人物の

視点から世界を眺めるようになった｡

4 クリーンの人生とカトリック

やがて､グリーンは戦争の時代を体験する｡この戦争による家族の疎開をきっかけにグリーンは挿

絵画家の ドロシー グローバー (DorothyGLover.1908-71)と暮らし始めている｡1980年出版の回想

的自伝 r逃走の方法J(WaysofEsca♪C.1980)のなかで,ヴィヴィアンとの結婚生活の破綻の原因を

振り返って.r権力と栄光J(ThePoweTaNdtheGlory1940)の構想の行き詰まりを打開するために

飲んだ覚醒剤の一塩であるベンゼ ドリンの影響が大きかったと替き記している｡平穏な家庭に亀裂を

生じさせた直接の原因がベンゼ ドリン服用にあったかどうかはともかく.戦争が､平穏な日常生活を

いとも簡単に破壊し､人の杵を引き裂 くものであるかをグリーンは経験 したようである｡

IwasforcingthepaceandIsufferedforlL SIXWeeksofaBenzedrlnebreakfastdletleft

mynerveslnShredsandmywlfesuHeredtheresultAt缶veo'clockIwouldreturnhomewith

ashaklnghand ThecareerofwrltlnghasItsOWnCuriousformsofhenSometlmeSl∞klng

backIthinkthatthoseBenzednneweeksweremoreresponsLblethantheseparationOfwar

andmyownlnfldelltleSforbreakingOurmarrlage (WaysofEscape,92-93)

また､グリーンがロンドンで ドロシーと暮らしていた頃､空爆下で一種の臨死体験をしている｡人々

が逃げ惑い街が破壊されるなかを二人は逃げた｡目の前で､無事の市民が殺害され､昨日まで人々が

平穏な家庭生活を営んでいた家々がことごとく灰塵に帰した｡けれども､悲劇のさ中にあって.ジャー
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ナリス トを目指していたこともあるグリーンは､生と死との境界に立たされた人間がどのような行動

をとるか､あるいはどのような心境に陥るのかについて､冷静に観察と分析をしていたようであるOた

とえば､1941年､4月16日､ ドロシー ･グローハーと食事中に遭遇した時の空襲の突然の空襲のとき

のことを以下のように書いている｡｢10時には本物の空襲であることが明らかだった.爆弾が件裂して

-おそらくピカデリー広場に落ちたのだろうー レス トランが揺らいだO 砲撃や爆撃は続いたO

街路での出来事は恐ろしく偶発的だが､この全ては人間性に属している｡ ･ ･ 手に縦帯を巻いても

らっているとき､投下爆弾が三つ落ちた｡詰所の床に再び伏せた｡最初の爆撃で窓カラスが吹き込ん

だ｡ほんとうにこれで終りだと思ったが,それは正しくは恐怖ではない-その夜生き残る可能性を信

じることを止めていた｡改俊の祈 りを始めた｡やがて爆撃が止んで､再び外に出た｡｣と､死を意識し

た人間が､神へと向き直る事実に目を向けている｡

BytenltWasObvlOuSthatthisWasarealblitzBombbursts -perhapstheoneln

PICCadllly-shooktherestaurant thegunsandbombsJustWentOn AstreetaccldentlS

horrlbleandfortuitous,butallthlSbelongedtohumannature AsIwashavlngmyhand

dressedanotherstickofthreecamedownDownagalnOntheBoorofthepostAtthefirstthe

wlndowsblewlnOnereallythoughtthatthlSWastheend.butltWaSn■texactlyfrlghtenlng-

OnehadceasedtobelleVelntheposslb111tyOfsurvIVlngthenlghtBegZulanActofContrltlOn

ThenltWasoverWentoutagaln (Wayso/Escape,112-115)

このように.生の終わりを意識したとき､グ1)-ンも和睦に罪の赦しを願う悔俊の祈りを捧げたこ

とを告白している｡また､連日の ドイツ軍の空爆によって､歴史的建造物の立ち並ぶ街が破壊され､瓦

磯と化 した街がきれいに片づけられるようすは､長い歳月にわたって重ねてきた偽りの平和がまるで

一掃されでもしたかのように､グリーンの目には､ある種の爽快さと映ったようである｡rカトリック

の数え-カトリ ノク教会のカテキズムのまとめ､2009Jでは､｢神はなぜ悪の存在を許しているのです

かQ｣という質問に対 して､｢神はこの悪の神秘を解き明かしてくださいました.信仰の確実な数えに

よれば､神は悪から著を引き出せるときにかぎって悪の存在をお許しになります.しかし､著が引き

出される事情は人が永遠のいのちに入るまでは隠されています｡(rカトリックの数え一カトリック教

会のカテキズムのまとめ｣､26)と､悪の存在理由について､神的原理との関連で説明されている｡戦

争という人間の犯した罪の結果である破壊と一掃を､神慮による欺猫の糾弾と浄化であるという想像

は､グリーンの目に､希望のきざしと映ったのではないだろうか｡グ1)-ンは､包囲攻撃を受けた町

で生きることは愉快であることに気付き､空襲を受けたあとの被書を念入りに調べることが気に入っ

たと､グリーンの伝記作家マイケル シェルデン (MIChelShelden)は､古いているO｢僕は空襲が大

好きだった ･ 目を覚ましてまだ生きていることを知り､通りでガラスが片付けられている音を耳
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にするのは素晴らしいことだった｡また,夜に星を見て､町を通り抜けた楽しい思い出をもっていた｡｣

(シェルデン､243)と､シェルデンは､グリーンが戦争という悪の限界の中にあっても､共同体にとっ

てのほんとうの辞が築かれるのではないか､という希望をもつことが人間には可能であるという事実

に着Elしている｡

HefoundltenjoyabletolivenaCltyunderslegeandllkedtoulSPeCtbombdamageafterarald.

11loved山ebllt2,,"herecalled"ItwaswonderfultowakeupandknOwyouwerestillallVeand

hearglassbelLlgSWeptupm thestreets"HealsofondmemorleSOfwalkingthrough townat

rught.llmtheblackoutyoucouldseethestarsSomethlng.Ofcourse.youcannolongerdoLn

anycity" (Shelden.243)

グリーンは,r逃走の方法Jの中で r情事の終わりJの執筆の勅横について､自分の恋愛体験が題材

ではあるが､ロンドン大空歩のときの不安の中で､神の悪みを一心に祈ったときの自分に立ち戻りた

いという心境が根本にあったと述べている｡

IILTheE71doftheAHalrIhaddescrlbeda)overwhowassoafraidthatlovewouldendone

daythathetrledtohastentheendandgetthepalmOverYettherewasnounhappyloveaffalr

toescapethlStlrneIwashappylnloveTherearedlfE)cultleS.Ofcourse.evenlnaloveaHalr,

butthechlefdlfhcultywasmyownmanic-depressIVetemperamentSoltWasthatLntheflftleS

Ifoundmyselftemptingtheendtocome,llkeBendrlX.butltWaStheendoflifeIwasseeklng.

nottheendofloveIhadn■t山ecourageforsulClde.butltbecameahabltWlthmetovISlt

troubJedplaces.nottoseekmaterlalfornovelsbuttoregainthesenseoflnSeCurltyWhlChIhad

enJoyedlnthethreeblitzesOnLondon-1951 (WaysofEscGPe.146)

グリーンは､戦争によって危磯的状況に置かれた人間のさまざまな心理や行動を体験することに

なった｡とくに､人が死を薄く意識した暁間に､多くの人が罪からの解放を贋う行動をとる事実を見

開したことがグリ-ンの心を強く捉えた｡空爆の最中にあっても､希望の光が消えてなくなることは

ないという確信をグリーンは抱いた｡そして､グリーンは自分の恋愛経験をもとに､r情事の終わりJ

を啓くことで､人間の変を契横とした霊的婚姻についての探究を開始する｡

5.クリーンの秘跡観

グリーンと変人 ドロシー ･グローバーとの関係は読いたものの､神が結び合わせ､子供までもうけ

た結婚の秘跡を解消するまでには至っていない｡ヴィヴィ7ンと離婚せず別居にとどまった理由は､当
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時､カトリック教会が離婚を認めていなかったからだが､その理由について､｢タイムズ｣紙の外国特

派月を務めたウイリアム ･キャッシュ (Wllllam Cash1966-)は､rTheThirdWom an TheSecyet

passwクIthatInsplredTheEndoftheAHalr,20001の中で､｢事実､グリーンは,柑任婚を恐怖｣ し

ていたとヴィヴィアンは私に語った｡｣(VIVlentoldme也atGreenelnfact.hada†horrorofdlVOrCè)

(Cash.131)と､グリーンが心の底ではウイウイアンとの離婚に怖れる感情をもっていたことを聞き

出している.マイケル ･シェルダンも､グリ-ンとヴイウイアンが､ヴィンセント タ-ナ-神父

(vlnCentTurner)に､別居について相談したとき､｢ヴィヴィアンもグレアムも二人とも杜始を価がっ

ていたOグレアムは別居を望んでいたが､それを正式なものにすることすら望んでいなかった｡｣

(shelden.311)と､言及しているoまた､｢ターナー神父は､グリーンが別居の取りきめを受け入れる

ことに乗り気ではなかったことに気付いた｡｣(Shelden,311)とも証言しているo二人の結婚生活が事

実上は破綻 していながら､グリーンが結婚の破綻を正式なものとすることに怖れの感情を抱いていた

ことに神父が気づいていたというのは興味深い｡カトリック教会では､結婚の秘跡を ｢キリス トと教

会との関係を表す偉大な奥轟｣(r聖替思想事典1､332)としているからである｡また､rカトリック教

会のカテキズムJによると､｢結婚生活は､夫婦間に永続的かつ排除的杵を生じさせる.また神ご自身

が夫婦の同意に押印する｡このため､受洗者同士の完成の認証楯は決して解消できない｡このほか､こ

の秘跡は夫婦に､結婚生活を通して聖性-到達するために､また子どもを資任をもって産み､育てる

ために､必要な恵みをもたらす｡(rカトリック教会のカテキズムj､181)と,結婚の秘跡の神秘性に

ついて強調しているQこのことから､グリーンにとって､結婚の秘跡を否定することは､神の引画を

否定することと同等の意味をもっていたと考えられる｡

けれども､婚姻の秘跡といった次元とは別の世俗的世界では､挿絵画家の ドロシー グローバー を

はじめとして､グリーンの女性たちとの関係は華やかであった｡イギリスでも屈指の大金持ちのヘン

リー ･ウオルス トン (HenryDavldWalston.1912-91)の妻で､アメリカ人のキャサリン ウオルス

トン (CatherineWalston.1916-78)､オース トラリアの画家で､舞台デザイナ-のジョスリン リ

カーズ (JocelynRICkards.1924-2005)などがいたoとりわけ r情事の終わり｣の執筆時期が1949年か

ら1952年頃であったことを考慮すると､山形和美が r情事の終わりJの題材を提供した背景について､

グリーンとキャサリンの ｢ふたりの関係がそのまま素材になっているし､グリーンはこの自著をキャ

サリンに捧げている｡｣(rグレアム グリーン文学事典｣､499)と記しているように､セアラのモデル

として､とくにキャサリンの影響が鞍かったと推測される.

キヤノシュによるとキャサリンは､自家用飛行横を所有するほど屈指の大金持ちヘンリー ･ウオル

ス トンの奏であったが､夫黙認のもとキャサリンは生涯を通して数多くの男性と関係をもっていたよ

うである01950年代にキャサリンと深い関係にあったとキャッシュに話す､アングリカンの元聖職者

で特別研究員のブライアン ウァモール ド(BrlanWormald)は､｢彼女を色情狂症と呼んでもよかっ

たと思うO - 彼女は人々をたぶらかすのを面白いことと見ていたと思う｡｣(Cash75)と､キャサ
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リンの常軌を逢した人物像について､述べている｡グリーンは､キャサリンへの強い執着心からヴィ

ヴィアンや子どもたちの住む家を出ていたが､キャサリンの方は相変わらず情事の相手を変えては楽

しんでいた｡かつてグリーンは､医者をしている弟のレイモンド(Raymond)にキャサリンについて

の診断を仰いだことがあった｡そのとき､レイモンドはキャサリンのことを ｢自己欺陳の嘘つき｣(a

self･deludedliar)(Cash.197)とグT)-ンに忠告している｡

二人の ｢情事の終わり｣が近づいたころ､キャッシュによると､｢キャサリンは以前付き合っていた

アメリカ人の恋人ロウエル ワイカ-将罪 (GeneralLowellWelCker)と再び親密な関係になり､金持

ちの夫と一緒に､大勢の客たちをもてなす束華なパーティーを楽しむ日々を送っていた｡またキャサ

リンには24も部屋のある豪邸 ｢ニュートン･ホール｣(NewtonHall)に備え付ける家具やカーテンの

ほうが,変人グリーンよりも大切だったようである｡｢メジャーを持って､ニュー トン･ホールの壮大

な階段に脆いている彼女を見ると､不安で､厭世的で変哲症で,気を病み,聡明だが病的に病んでい

る′ト説家のためにすべてを捨てるような女には見えない｡｣(Cash,199)と､キャッシュは番いている｡

キャサリンの夫のヘンリーは､キャサリンがだれとでも ｢愉 しむ｣ことを容認していたのだが､グリー

ンはキャサリンとの情事の関係において､常にヘンリーを意識し､ヘンリーの怒りや悲しみを掻き立

てるような行動をとっていた｡ しかし､ヘンリーに変人ができ､グリーンがヘンリーから怒りなどの

感情を引き出せなくなった頃､キャサリンとの関係は終わっている｡グリーンとキャサリンとの関係

が終わる頃､グリーンにも新しい恋が始まっているO山形和美は､｢グリーンはこの作品の仕上げをし

ているときに､あの有名な哲学のA･J･エイヤーと同棲 していた20も年下の画家､オーストラリア生

まれのジョスリン リカーズを恋するようになった｡｣(rグレアム ･グリーン文学事典1,44)と番い

ている｡グリーンとキャサリンの関係にとって､ヘンリ-への罪悪談の関与がグリ-ンにとって何よ

り重要であったと考えられる｡

グリーンとの関係が疎遠になってからも､キャサリンの性の冒険-の傾向はますます高まり､カト

リック僧侶を誘悲し関係を結んでいる｡キャラマン神父 (FatherCaraman)､オサリヴ7ン (Father

O■sulllVan)､ギルビ-神父 (Gllby)をはじめとして.キャサリンは､複数のカトリック司祭を誘惑し

て不敬な関係を結び､なかにはキャサリンの邸宅に住み込む僧までいた｡カトリック散会では､司祭

たちは.叙階の秘跡を受け､神に捧げられた奉仕職にある者と位置づけられ独身と定められている｡こ

のように､キャサリンがカトリック司祭たちと不敬な関係をもっていたのとは対照的に､グリーンは､

定期的に告解をしたり､魂の導き手としてジャーヴェス マシュー神父 (FatherGervaseMatthew)

やマーティンディル神父 (Fa仙erMartlndale)と定期的に会っている｡また､掌に聖痕とされる深い

傷から血を流しながらミサを挙げる北イクリ7のビオ神父 (SaintPadrePLO)の写真を､グリーンは

常に財布に入れて持ち歩いていた｡また,この時期グリーンは､′トさき花のテレジ7とも呼ばれるフ

ランス､カルメJL,会の修道女リジューのテレ-ズ (TherとsedeLISleuX.Marle-FrancoISe･Therese

Martm.187311897)の著作を熱心に読んでいる｡キャッシュによると､グリ-ンの日記には､テレー
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ズからの引用が以下のように記されているというo

LlfelSVerymySterlOuSButlnthedepthsofthesoulonefeelsasln丘nltedlStanCeWhichwill

makeusgorgetforeverthesadnessofdesertandexlle (Cash,231)

テレーズの属するカトリックの修道会カルメル会 (carmellteOrder)は､1155年､パレスチナで興

り､16世紀スペインでアビラ (TeresadeJesds)のテレーズと､十字架の聖ヨハネ (JuandelaCruz,

1542-1591)によって改革がなされているOカルメル会の主な目的は､孤独とP.音過における観想生活､

神との神秘的一致､祈 りにおける人々と教会への奉仕であるOコンラッド メーステルの rテレーズ

ー空の手で｣によると､｢カ)i,メルの霊性は､いけにえとして神の正義に自らをささげることを会の冒

的の一つと見ている｣(メーステル､133)と､神と人間との霊的関係を強調する｡また､ヴァノン

ジョンソン箸 rテレーズのことばJによると､テレーズは､人間性の限界のなかで苦しみながら､神

と人間とのあいだの断絶について次のように考えていたと述べている0｢神はその変ゆえに､罪によっ

て一度離れ去った人間にご自分の生命と愛を再びお与えになるために､十字架の上におくだりになっ

たのですDこのようにしておとろくべき神の愛は､人が罪によって神から離れきった結果生じた労苦､

苦痛､死などをそのまま利用されたのでした｡｣(ジョンソン､69)と､まず､神の側から人間のなか

に下りてきて愛の犠牲となったことを強調しているoその神に対する人間の側の変の応答についてテ

レ-ズは､｢神は人間を変のためにつくり､愛なくしては安らぐことのない人間の心を､変によっても

う一度満たそうとなさる｡この愛に答えて､テレーズの熱烈な魂は､人類のためにカルヴァリオで成

し遂げられた愛のみわざを自身の霊魂のなかに完成させ､自分をこの神の変の炎に焼き尽くされる小

さい犠牲として捧げ､自己愛をまったく捨てた霊魂のなかに､神の愛が満ちあふれんばかりになるこ

とを熱望したのでした｡｣(ジョンソン､69)と､テレーズは､その生涯をかけて､神と断絶した人間

は､神の犠牲の愛によって人間はすでに神の祝福によって満たされていること､神の呼びかけに応え

るまでは満たされない存在であることに気づいたことを書き留めている｡rテレーズー空の手でJにお

いて､メーステルは.｢テレーズのメッセージのかなめとなる一つの点として､変である神は愛の応え

を待っている｡しかし人の応えは,当然のことながら限られたものでしかないから､愛は希望となっ

ていく｡｣(メーステル､13)と､人間の側から神の愛に応えようとする意志が希望の源となることを

示している｡｢テレ-ズが､福音の次に愛読 していたのは､十字架の聖ヨハネの著空.rtである｡険しい道

を歩んだ聖ヨハネは､愛の極みに達するにはどう歩むべきかを教えてくれる.｣(メ-ステル､43)と､

魂における神との合一に至る道を見つけることに苦しんでいたテレ-ズは､｢苦労しながら上がらねば

ならない曲がりくねった階段｣(メ-ステル､109)というイメ-ジを､ヨハネの杏から見出す｡

グリーンは､人間の悪にも愛にも限界があり､挫折のときが訪れることを知った｡しかし､変にお

いでは､その挫折の中に､人間の精神を満たす変の扉を開くための鍵が巨岩されていることをテレ-ズ
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の書物からグリーンは学んだ｡それはテレーズのいうように ｢′J､さき道｣かもしれないが､ヨハネが

上昇の過程を秘跡という神秘の階段のイメージで表わしたように､グリーンもまた神との霊的婚姻の

過程を魂の発展のイメージと照らし合わせて理解 したようである｡

r情事のおわり｣に見られるグリーンの秘跡の扱い方について考えると､秘跡は不完全な人間が神の

変に応答するまでの魂の発展におけるひとつひとつの過程として捉えられているように思われる｡

ピーター･ミルワード (PeterMllward)も､rキリス ト教と英文学｣のなかで､｢秘跡の意味は､神が

人間の段階にまで降りて､人間の本性を引き上げることにあった｡そして罪深い人間が神の愛に応え

て隣人への変の実践に秘跡の効力が具現される｣(ミルワー ド､237-8)と､秘跡は人間の霊性の上昇

と関連していると説明しているCカトリック教会における秘跡には洗礼､堅信､聖体､赦し､病者の

塗油､叙階､結婚の7秘跡があるoさらにこの秘跡は､入信の秘跡 (洗礼､堅信､聖体)､いやしの秘

跡 (赦 し､病者の塗抽)､交わりと使命を育てる秘跡 (叙階､結婚)の.3種類に分類される｡秘跡とは､

目に見える実体､たとえばパン､ぶどう酒､聖油などを､司祭が口にする祝福といった形式を通して､

神秘的な神の恵みが感覚的に仲介される儀式のことであるOこのように､秘跡を､入信から神との交

わりや信徒としての使命を育てる一種の通過儀礼として考えると､グリーンの人生における秘跡につ

いての考え方は､魂の発展こそが重要であり､秘跡はその過程であるというテレーズの考え方に近い

もののように思われる｡

また､アングロ ･カトリシズムの文人とローマ カトリックの文人とは秘跡の扱い方が異なるよう

である｡アングロ ･カトリシズムにおいては､使徒伝来の教会の伝統､聖母マリア､諸聖人に対する

信仰､罪の告白､赦しの秘跡を重視することなど､ローマ ･カトリシズムに対 して神学的には近いも

のの､ローマ ･カトリックは､人文主義的教養を欠いた無知蒙昧､貧困の民衆,アイルランド系移民

の宗教であるという偏見も多少は関係 して､文学作品で表現される秘跡観は､グリーン文学の場合と

は異なり､難解で高踏的である｡たとえば､アングロ ･カトリyクの文人であるT･S･エリオット

(ThomasSternsEllOt,1888-1965)の場合､秘跡は､ヨーロッパ文明を築きあげてきた人文主義的教

登の伝統を象徴するものであるOヨーロノバ文明崩壊の危横の原因を､伝統的なヨーロッパの人文主

義的教養の欠如にあると考えた危機意識から,エリオットは秘跡を死と再生のシンボルと捉えている｡

そのため､エ1)オットの作品に登場する人物たちの救われるべき罪の実体は､一般読者にとって難解

なものとなっている.エリオットが目を向ける罪とは､人間の原罪であり､秘跡による神の救いの瞬

間は､死者たちとの霊的交流が可能となる永遠と現世のときとが交差する神秘的瞬間として表現され

ている0人間中心主義への批判から､へりくだりの姿勢を徹底 した形で､現世と永遠とを結ぶ瞬間を

文学において結実させるエリオットの主人公たちは､人間の原罪への頗罪を動機として滅びへの道へ

と達しているOそれに比べると､グリ-ンの主人公たちの滅びの動機は変である.しかもその変は､官

能の変といった類のものではなく､隣人に対する無償の憐れみの愛によってつき動かされている｡登

場人物たちのほとんどは知的ではなく､何が自分を突き動かしているのかすらよくわからない人物た
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ちである｡グリ-ンのめざしたものは､エリオットの場合のように､天上とこの世の結ばれる瞬間に

よる救いではなく､罪の意識､良心の阿賓をきっかけに､自由意志によって浄化を願い､罪に打ち勝

とうとするとき､誰もが味わうことのできる平安を救いとすることではないだろうか｡

グリーンの秘跡観は罪が愛-と変わるひとつひとつの段階のようなものと捉えられているようであ

るOピ-タ一･ミルワード著 rキリス ト教と英文学Jによると､｢人間の犯 した罪は善である神に由来

しないということに気づき､神への背きを謝罪し､悪-と導くものと手を切ることや他人を赦すこと

を誓うとき､罪の赦しの ｢み業｣を受け継ぐ教会による秘跡によって､榊の摂理という秩序に置かれ

た人間の罪は､そこから善を引き出し､神への不服従という悪を筈へと変えるための ｢さいわいなる

罪Jとして悲観的人生観ではなく希望が生まれる｡｣(ミルワー ド､57-59)と､秘跡の場で罪を直視す

るとき､善へと生まれ変わる可能性を認めるカトリシズムの寛容な面について説明している｡カトリ

シズムの秘跡中心主義がカトリック文学の根底を成 しているのはそのためであり､グリーン文学にお

ける秘跡の扱い方も､心の弱きから罪を犯した人物の数々の罪も秘跡という謂わば魂の通過儀礼を径

て､忍耐､寛大､謙遜などの美徳へと変化してゆくと考えられる0

6 r情事のあわりJにおける秘跡による愛のヴィジョン

グリーンとキャサリンとの恋愛が､r情事のおわりJの女主人公セアラ･マイルズ (SarahMlles)の

人間的な罪深い面に反映しているように,セアラの聖性には､グリーンのよく読んだリジューのテレー

ズの聖なる面が反映している｡また､テレーズがよく読んだという､16世紀スペインの神秘主義者フア

ン デ ラ ･クルースの本がセアラという主人公を構想する上でグリーンの役に立ったにちがいない｡

77ン デ ･ラ クル-ス､一般的に十字架の聖ヨハネと呼ばれている神秘主薬者の主著は､鶴岡賀

雄の ｢十字架のヨハネ研究､2000｣によると,｢カルメル山登劉 (SubldadelmonteCarmelo)､r暗

夜｣(NocheOscura)､r霊の讃歌](CantlCOEsplrltual)､r愛の生ける炎｣(LlamadeAmorVIVa)の

4冊であるoLかし､当時の出版事情を考慮すると､｢正確な執筆年代は不明であり､すべて手写本に

よって読まれ､そのため著作塊の最初の出版は1618年のことであった｣という.(鶴岡､21)中でも

r暗夜｣は､神と人間の魂の合一までの過程を恋愛の比暁に喰えて暫かれたものであり､魂の道程をヨ

ハネは ｢夜｣とシンポリノクに表現している｡ヨハネがその過程を､頂上で神が支える階段として表

現したように､セアラの魂の発展の過程を ｢秘跡｣として表現したグリーンに､ヨハネと共通した点

が感じられる｡鶴岡賀雄は､r暗夜Jにおける ｢神との合一に至るまでの道程を夜と呼ぶには3つの理

由がある｣と以下のように注記を加えている｡

第-は､魂が出て行く出発卓という観点からであるOなぜなら､魂はこの世の一切に対してもつ

欲求を棄て､それを否定しつつ進まねばならないからで､このような否定や喪失は､人間の全感

覚にとって夜のようだからである0第二には､合一に至るために通り行かねばならない手段ない
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し道という観点からである｡これはすなわち信仰のことで､理性にとっては信仰もまた夜のよう

に暗いからである｡第三は､そこへと進みゆく到達卓という観点からで､これはすなわち神であ

るO神とは､この世にある魂にとっては､暗夜以外の何ものでもない｡(鶴岡､151)

r情事の終わりJもまた､セアラの人生を､リジューのテレーズのいう神の変に応えるまでの道程と

理解すると､姦淫の罪の暗い夜から､神秘の階段を上って神の変に応えるまでのセアラの魂の軌跡の

物語と解釈できる.物語の冒頭は雨のシーンで始まるOここではすでに主人公のモーリス ベンドリッ

クス (MaurlCeBendrlX)と,セアラとの恋はすでに過去のものである｡大学生の頃から旧知の間柄で､

セアラの夫でもあるヘンリー マイルズ (HenryMlles)とモーリスとが偶然出会うのである｡この時

点において､モーリスには､セアラが自分から去って恋の終わった理由がよくわかないままであり､夫

であるヘンリーは二人が恋人であったことすら知らなかったという事実が読者の前に提示される.し

かしこの冒頭でグリーンはセアラの夫であるヘンリーと､ヘンリ-の目を盗んでヘンリ-の妻である

七アラと情事を重ねていたかつての恋人ベンドリックスとを雨の降る公園で偶然出会わせることに

よって､この物語をなす世界が ｢秘跡的自然観｣に基づくものであることを示唆する｡rキリスト教文

学事典Jによると､秘跡的自然観とは､｢自然は人間の理性によって把握し支配下に置く自然ではなく､

神の措いた一冊の本であるという秘跡的観点から見た自然である｡神は宇宙 自然とは全く遜った存

在であり,超越的でありながら､同時にキリス トの受肉を通して世界 自然の深奥に至るまで内在し､

今も完成の目に向けて働き続けている｡自然はそれをしるLによって示しているのである｡｣(rキリス

ト政文学事典J､㌘6)と､神の配剤による啓の到来への期待が示される｡

/J､説の冒頭で堀米に用いられている ｢雨｣は､rイメージ シンボル事典｣によると､｢神の恩寵や

浄化作用､真理､英知､慈悲｣の象徴である｡また､｢汚れていない天の水｣(lイメージ･シンボル事

典1､516)を表すことから､司祭が人膚者の頭に水を注ぎながら執り行う ｢洗礼の儀式｣を想像させ

る｡洗礼はキリス ト教への入信の儀式であり､lカトリックの教えJによれば､｢洗礼の恵みはきわめ

て豊かで､新しいいのちへの誕生にともない､原罪とすべての罪がゆるされる｡また､このいのちに

よって受沈着は御父の妻子､キリストの神秘体の肢体､聖霊の神殿になる｡また､洗礼は霊魂に消え

ない豊印 (カラクテル)を残す｡この洗礼のしるLは永遠に消えない刻印である｡｣(lカトリックの教

えJ､78-79)と説明されている.また,ttL タ一 ･ミ)I,ワードは､rキリスト教と英文学Jのなかで､

洗礼のときに使う水について､｢水には死と生と､対立的な二つの意味がある｡水に沈めることによっ

て古い生命を滅ぼすが､地面を瀧概することによって新しい生命をつくり出す｡そのためキリスト教

徒にとって,水はキリストの貴社を死の象徴であるとともに､栄光にみちた筏活の象徴でもある｡｣(ミ

ルワード,203-4)と､洗礼と水との関係について言及している｡

雨の中での､謂わばかつての恋敵との再会の場面がr情事の終わり｣では.(TheEITdo/(heAHqz'2.

以後.引用文では括弧の中に貢数のみ示す)以下のように表現されている｡
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DlreCtlyIbegantocrosstheCommonIreallSedIhadthewrongumbrella,forltSpranga

leakandtherainrandownundermymaclntOShcollar.andthenltWasIsawHenryIcouldso

easllyhaveavoidedhlm.hehadnoumbreuaandlnthelightofthelampIcouldseehlSeyes

werebllndedwlth山eraln (EA.2)

モーリスは､｢傘をまちがえて､その傘に水漏れがあって襟の中に流れ込んできた｣と述べているo

rイメージ ･シンボル事典Jによると､｢傘｣(umbrella)は､｢神の力､王の守護｣を表すOまた ｢襟｣

(collar)は,｢聖職者や職務のしるし｣であるOまたヘンリーは雨のために ｢見えなく｣(blind)なっ

ているO｢盲目｣は､｢臥 誤り,搬知｣などを表す｡(rイメージ･シンボル事典｣､661.138.67)また､

｢共有地､公園｣(common)という言葉は､二人がかつて同じ女性を共有していたことを暗示してい

ると思われるが､同じ女性を巡ってかつてモ-リスは愛についての思い違いがあり.ヘン1)-もまた

セアラの内面に対して無知であった事実が示唆されている｡けれども､それが何であったのかについ

て探究することが､神によって導かれたモーリスの職務であることが′ト説の目頭で匂わされている｡二

人の出会いが第二次世界大戟後であるにも関わらず､人間中心主義的なヴィクトリア時代の考え方が

健在であることを､｢まるで､ぼくたちの祖父たちが揺るがなかったかのように､頑丈で､醜い､ウイ

クトリア時代ふうのステンドグラスは衝撃に耐えたD｣( howthestainedglass,toughandugly

andVICtOrlan.StooduptodleShockasourgrandfathersthemselveswouldhavedone)(EA,2)と,

作家であるモ-リスは何を探究すべきなのかが広めかされている.

ヘンリーに誘われるままに家について行ったモ-リスは､ヘンリ-と話しこんでいるうちに玄関の

扉の昔や､セアラの足音らしき昔を聞き.階段の下で雨の雫の滴った外套を着たままで振り向いたセ

アラを見るOこのときの感想をモーリスは､｢ホールの階段の下で立ち止まって振り返った彼女の姿を,

知らない人にどのように伝えればいいのだろうか｡｣(HowcanImakeastrangerseeherasshe

stoppedlnthehallatthefootofthestalrSandturnedtous?)(EA,15)と,読者に問いかける｡ヘン

リーやモーリスと共に､洗礼によって原罪が赦されたものの､まだこれから神の愛に応えるために上

らなければならない階段の下にいるときのセアラのようすを措いているQ

かつて､二人がヘンリーの目を盗んで恋に夢中になっていたときのことを､グリーンは ｢聖体の秘

跡｣のイメージを用いて措いているCモ-リスとセアラは､あらゆる機会を利用しては恋をしていたC

ヘンリーが二階にいるときですら､二人は恋をするために会っていたOけれども,グリ-ンは､モー

リスには ｢二人が始めて結ばれた最初の夜､家に帰ったとき､僕に喜びの気持ちはなく､悲しみと諦

めしかなかった｣(JustasIwenthomethatfirstevenlngWlthnoexhllarat10nbutonlyasenseof

sadnessandreslgnat10n)(EA,53)と､セアラとの恋を楽しむのが情事の目的ではなかったことを伏

めかしているDでは､なぜモーリスはヘンリーを欺いてまでもセアラと逢引をつづけたのか､という

59



グレアム グリーンの ｢情事の終わり｣における変のヴィジョン 浜EEl祐子

疑問が浮かぶ｡ヘンリーは高級官僚として勤めている｡作家という自由業の立場にあって､モ-リス

が世俗の権力者の一員であるヘンリーを痛めつける動機のひとつには､プロテスタントとカトリック

のあいだのミサを巡る見解の違いから生じたものと考えられる｡ピーター･ミルワ- ドは､rキリス ト

教と英文学｣のなかで､ピューリタニズムが聖体の秘跡をとくに認めなかった歴史について紹介して

いる｡

秘跡について意見の相違が一番少ないのは洗礼である.キリストの記念として教会でたえず行わ

れている聖体の秘跡については､プロテスタントの宗教改革者は､ミサにおける犠牲の観念を全

面的に排斥 し､カルヴァリーの犠牲はただ一回きりのものであったと主張した｡また､エリザベ

スの政府にミサという聖祭を禁じられ､かつて人間生活の中でもっとも聖なる行為とすべてのイ

ギリス人が思っていたこの聖祭を､とり行うこともあずかることも死罪にあたるにいたった｡こ

の罰則にもめげず､司祭たちは､さまざまに変装し､多くの時間は姿をくらましながら､国内を

めぐってカトリック教徒のためにミサをたて続けたのである｡(ミ)i,ワー ド､211-213)

二人は､ヘンリーが風邪を引いて二階で寝ているのを知りながら､下の居間で恋をした｡二人はサ

ンドイッチをつまみ､赤ぶどう酒 (claret,56)を飲んでいる｡rカ トリックの数え｣では､聖体の秘跡

は､｢教会のいのちの中心であり､頂点である｡キリス トの生涯,死と復活によって実現した救いの業

を記念すること､これが聖体の秘跡である.｣(rカトリノクの教えJ､85)と秘跡のなかでもとりわけ

重要であることを強調しているOさらに､rカトリックの教えJでは､この秘跡のとき何が起きるか､

という説明を以下のようにしている｡｢司祭がパンとぶどう酒とを豊別するとき､パンとぶどう酒はキ

リストのからだと血に変わる｡聖別されたパンとぶどう酒の形態のもとに､生きている栄光のキリス

トがからだと血,霊魂と神性をもって本当に､現実に､実体的にそこに現存する｡｣(rカトリックの数

え1,85)世俗の権力者であるヘンリ-の目を盗んで､ミサの中心をなす聖体拝領を恋になぞらえ､思

いを遂げたときのようすをグリーンは以下のように描写 している.

Icrouchedonthefloorbesldeherandwatchedandwatched,asthough ImlghtneverseethlS

agaln- thebrownlndetermlnate･COiouredhalrllkeapoolofilquOrOntheparquet.thesweat

onherforehead.theheavybreathlngaSthough Shehadrunaraceandnowlikeayoung

athletelaylntheexhaustionOfvictory(EA,55)

また､ピューリタンの認めなかった悔俊の秘跡をセアラが神の変に応える場面にグリーンは用いて

いる｡rカトリック教会のカテキズムJによると､この ｢悔い改めは､神のあわれみ深い変にこたえる

よう神の恵みに促された悔いるこころの動きであるO悔い改めには､罪を犯したことへの痛みと嫌悪､
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今後は罪を犯さないという固い決心､神の助けへの信頼が伴う｡それは神のあわれみに対する希望に

よって蕃われるO｣と､説明しているoまた､この秘跡の効果は､｢神との和解､したがって罪のゆる

Lや良心の平和｣(rカトリック教会のカテキズム1､166)であると述べているOピーター ･ミルワー

ドは､｢キリス ト教と英文学｣のなかで､この悔懐の秘跡について､｢カトリックの考えからすると､死

ぬ前に､自分をつくった創造主に会うための準備として､罪を告白する機会を持つことは非常に大切

である｡ ･ カトリックの考えでは､イギリスの宗教改革最大の悲劇は､霊魂の平和と神との和解を

獲得する貴重な手段である､この秘跡を廃止したことだった｡プロテスタントは､罪をゆるす力はた

だ神のみに屈し､したがってわれわれは､神に罪を告白し榊からゆるLを得るべきであると主張した､

かれらはこれを秘跡と認めなかったのみならず､その実行を禁じた｡｣(ミルワード､215)と重要な歴

史的背景について書いている｡

r情事の終わり｣では､二人がいつものように情事を楽しんでいたときドイツ軍の爆弾が落ちる場面

に悔俊の秘跡が用いられているO爆弾で ｢モーリスは死んだO消滅したD魂は消えたo｣(EA,113)と

セアラが思ったとき､職瞳に日を閉じ､セアラは､｢痛み以外感じなくなるまで爪を輩に喰いこませ

た｡｣(【she]pressedrher]mallsIntothepalmsofmyhandsuntllIcou一dfeelnothingbutthepalm)

(EA,113)と､セアラの心が回心へと向ったことが示されるoそして､｢永久に彼をあきらめます､た

だ､彼を生かしておいてください｡- ･会わなくても愛し合うことができるでしょう｡人々は､一生

あなたを見ないのにあなたを愛することができるのですから｣(EA,113)と誓ったそのとき､彼が ｢戸

口｣から入ってきたと､グリーンはセアラに言わせている｡rイメージ･シンボル事典Jによると､輩

(palm)は ｢強欲｣を意味し､｢nall｣は ｢爪｣の意味もあるが､同じ綴 りで ｢釘｣の象徴でもあるこ

とを考慮すると､このとき ｢双方同意がなければ抜 くことのできない神と人間との盟約｣が成立した

と考えられるOまた誓いを立てた直後にベンドリックスが｢戸口｣(door)から入ってきている｡｢door｣

は､｢キリス ト教では､死､とくに殉教によって神の王国､天国の喜悦への道が開かれる｣(｢イメー

ジ シンボル事典｣.481.451,183)と考えられることから､救い-の道が自死を覚悟するほどの信仰心

から生まれたことが示唆される｡

1astnlghtIdreamedIwaswalklngupalongstalrCaSetOmeetMaurlCeatthetopIcalled

tohimthatlwascoming,but】twasn'tMaurlCelsvoICethatanswered.ltWasaStranger■sthat

boomedlikeafoghornwarninglostships,andscaredmeIthought,he'slethisflatandknow

wherehelS.andgolngdownthestalrSagaln山ewaterrosebeyondmywaistandthehauwas

thlCkwithmist(EA,148)

神の神秘の計画に入ることを誓ったセアラは､悔俊の秘跡により罪のゆるLを得て､平和な心で満

たされたOここで,本当の愛を求めていたセアラが､霊的婚姻を果たし､永遠のいのちへと旅立つ準
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億のできたことが示される｡セアラはやがて病死し､火葬されるのだが､二度と乾 くことない死への

旅立ちへの怖れと憧れとが､ここでは､船 (shlP)によって表現されている｡｢船｣は,｢死､超自然的

神秘などの別世界に向けでの詫立ち｣のシンボルである｡｢水｣(water)は､｢神の賜物であり,この

水を飲む者は二度と乾 くことがない｣(rイメージ ･シンボル事典1.576.678)とされている｡

ビーター ミルワー ドによると､｢キリス ト者にとって､物事は巨=こ見えるままでしかないのではな

い｡本質的には秘跡のように､内面的恩寵の外面的なしるLである｡｣(FortheChrlStlan,thlngSare

notJustWhattheyseemtobeessentlauy.theyare- llkethesacraments- outwardslgnSOf

inwardgrance)(Mllward.236)と､人間を含めた世界観の神秘性を指摘している.

7 おわりに

｢情事の終わりJに散 りばめられているカトリックの秘跡のイメージ表現には､英国の宗教改革で失

われたカトリック独自の宗教観が反映している｡とくに､性道徳の逸脱とも見える姦淫の罪を題材と

して取り上げることで､ヴィクトリア時代を席巻した世俗的秩序へのグリーンの反逆の精神も感じら

れる｡また､グリ-ンのカ トリックとの出会いや､戟争や愛憎などグリーンの人生経験に着Elすると､

セアラという女主人公が生み出された背景には､グリーンのキャサリンとの情事や､リジューの聖女

テレーズの暫物や､彼女がよく読んでいたという16世紀スペインの神秘主来者である十字架のヨハネ

の著啓があったと考えられる｡ヨハネの神の捉え方は､｢神は階段の頂上におられる｡それというのも

階段は神によりかかり､神に支えられているO｣(rlie】comestopassatthesurnmltOfthLSladder,for

theladderrestsandleansuponH上m)(StJohnoftheCross,92)ので､魂は神の変に応答するため

にこの階段を1段ずつ上って行って神と結ばれなければならないというものである｡グリーンはヨハ

ネの階段のイメージを用いて､神の摂理における人間の魂の発展の方向を示している｡秘跡は､セア

ラのエロースが昇華して､霊的婚姻-と変容する神秘のシンボルとしても用いられている｡またグリー

ン自身の戦争体験や､ヴィヴィアンとの結婚生活の破綻や絶望から､人間の悲惨な状況と神の救いと

の関連について思索を深めていた頃､グリーンは､リジューのテレーズの著書を熱心に読むことによっ

て､人生を､魂の神との合一を席い､応答を待つ神の変への霊的歩みの過程と理解する人生観を深め

ることになった｡r情串の終わりJにおける変のヴィジョンは､秘跡をシンボルとして用いることで､

霊的次元における人間存在という観点からの視点を提供した｡耗務や朝淵｣ではなく､自由意志による

変だけが､神秘の扉を開く鍵となることや､魂の発展を示す階段を昇ってゆく過程において､人間が

堕罪から引き上げられ､救いへと生まれ変わる希望-の道となりうることが表現されている｡
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